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研究要旨： 特発性正常圧水頭症の画像診断ガイドラインについて Evidence based なア

プローチにつき検討するとともに、脳 MRIを用いた診断バイオマーカーの検討を行った。 

 

Ａ．研究目的 
特発性正常圧水頭症の画像診断ガイドラ

インの検討と、ガイドラインとなり得る脳M
RIのバイオマーカーの検討。 
 
Ｂ．研究方法 
Evidence based なアプローチで特発性

正常圧水頭症の画像診断ガイドラインの作
成のための文献調査を行う。合せて、脳MRI
を用いたバイオマーカーについて、検討す
る。 
（倫理面への配慮） 
病院倫理委員会の承認を得ている。 
 
Ｃ．研究結果 
診断ガイドラインに必要な文献等を絞り

込み、他班との分担を決定した。バイオマー
カーについて、拡散MRIにて、新たな知見が
得られた。 
 
Ｄ．考察 
特発性正常圧水頭症の診断ガイドライン

に画像を入れることは髄液所見とともに客
観的な指標として重要な可能性がある。 
特発性正常圧水頭症の皮質脊髄路は、比

較的特徴的な拡散定量指標の変化を示すが、
ベンディングの影響があることが示唆され
た。 
 
Ｅ．結論 
特発性正常圧水頭症の診断ガイドライン

に画像を入れることは妥当と考えられた。 
特発性正常圧水頭症の皮質脊髄路は、比

較的特徴的な拡散定量指標の変化を示すが、
ベンディングの影響があることが示唆され
た。 
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